
企業の部 1 

【応募用紙】  

１ 応募者概要  

事 

 

業 

 

所 

名  称 

（ふりがな：かぶしきがいしゃ えな・すとーん               ） 

株式会社エナ・ストーン 

代表者役職・氏名 
代表取締役 明道 保衛 

従業員数 
3名 

所 在 地 
〒222-0033 

神奈川県横浜市港北区新横浜3-24-5 ﾕﾆｵﾝﾋﾞﾙANNEX3F 

ホームページアドレス 
http://www.enestone.co.jp 
 

事業開始年月 2016年11月8日 
環境への取組を 

開始した年月 
2016年 

事業内容 

・エネルギーマネジメントシステムの開発・販売 

・HEMS・MEMS・BEMS（EMS）機器、通信機器、関連ソフト開発・販売 

・エネルギーマネジメントシステム構築に関するコンサルティングサービス 

・地域活性化に関する調査、情報提供及びコンサルティング業務 

環境への取組について

過去に受けた表彰等 

 

 

本

社 

名 称 
同上 

所 在 地 
同上 

総従業員数 
同上 

資 本 金 
34,000,000円 

 

２ 環境に対する企業理念の設定、管理体制 

(1) 基本理念・自己宣言等 

エネルギー管理を起点として生活がより快適に、便利になる世界を構築することで社会に貢献していきま

す。 

弊社は、「Energy x IoT x AI x Big Data」で現代社会が抱えるエネルギー問題、地球温暖化等の諸問題

を解決し、より豊かな社会の実現を目指します。 

 

 

 

(2) 環境マネジメントシステム関連 
 取組等の名称 詳 細 内 容 

ア 認証等 未取得 将来的に取得する方向で計画準備中です。 

イ 組織体

制 

社員教育 具体的な組織がないため、定期的な社員教育を実施し、将来的

な環境認証取得のための勉強会を実施しております。 

ウ チェッ

ク機構 

未整備 

 

少人数であるため、こまめな指導、確認によるチェック活動を

実施しております。 

エ その他

の取組 

① 環境製品の購入の優先 

 

 

 

 

② エコカー購入 

① 自社開発の製品や購入品を利用してのシステム開発におい

ては、RoHS 並びに REACH 対策製品、その他環境対策済み製

品を購入しています。下請企業に関しても同様の要求を行

なっております。 

 

② 社有車については EV車を優先し、ハイブリッド車の場合で

も V2G 対応のエネルギーの有効利用が可能な車種を選定し

ています。 

 

提出いただいた応募書類（定款等、役員名

簿、収支書類を除く）は、活動内容紹介の

ため、ホームページ上に公開します。 

http://www.enestone.co.jp/
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社用車の電気自動車 日産リーフ(出所：日産 HP) 

 

 

(3) 取組結果等の公表・広報 
「令和元年度 横浜アクセラレーションプログラム」にて支援対象企業に選出、「令和元年度 相鉄×高島

屋アクセラレーションプログラム」にてオーディエンス賞を受賞いたしました。 

これらの取組結果は、弊社ホームページ（※リニューアル中）と Facebookに公表させていただいていま

す。 

 

 
横浜アクセラレーションプログラム支援対象企業選出         相鉄×高島屋アクセラレーションプログラム オーディエン

ス賞 

  

 

 
 

Facebookでの公表画面 
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４ 事業活動において環境に配慮している取組、社会貢献活動 

 ※取組や活動を開始した年度も記載してください。 

 
取組・活動等の名

称 
詳 細 内 容 

(1)省エネ・

CO2 

排出量削

減の 

取組 

① CO2排出削減

対策強化誘導

型 技術開発・

実証事業へ参

加（2016 年

度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 家庭向け見守

りロボット

「ロボットこ

んしぇるじ

ゅ」の開発

（2017年度、

2018年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 太陽光発電と

蓄電池の創蓄

連携システム

の開発（2016

年～現在） 

 

 

 

① 北海道ガス株式会社が行った、寒冷地向け HEMSの実証実験に参加

し、HEMS Gatewayの他、各種センサーとクラウドを提供しまし

た。温度湿度の他、CO2 濃度で部屋にいる人の数を判断するな

ど、得られた条件から最適温度を設定するなど、2年に渡り取得

したデータを基に、電気とガスの使用状況を「見える化」し、各

家庭での省エネ・節電行動を促す実証実験に取り組みました。 

北海道ガス省エネ実証 

 

 

 

② 神奈川県ロボット実用化推進補助金に採択された家庭用見守りロ

ボットです。北海道ガスとの実証実験の経験を活かし、センサー

による室内環境の自動制御の他、ロボットを介した会話によるエ

アコン等の住宅設備の機能制御を行うことで、省エネに貢献する

システムです。さらに、AI 技術を導入し、利用者の好みを学習し

自動制御に反映します。          

ロボットこんしぇるじゅ 

 

 

③ FIT制度（再生可能エネルギーの固定価格買取制度）による太陽

光買取価格減少とともに、太陽光発電で発電した余剰電力を蓄電

池に貯めて自家消費するモデルが浸透しつつあります。EMS によ

り太陽光発電状況を監視しながら、蓄電池に蓄電し、夜間や災害

時に有効利用するシステムで、再生可能エネルギーを可能な限り

活用し CO₂削減に貢献する取り組みです。 
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④ ZEB
ゼ ブ

向け BEMS
ベムス

開発（2018年

～現在） 

 

 

④ 施設で購入して使ったエネルギーとその施設で作り出したエネル

ギーが相殺して 0となるような、従来の建物よりエネルギー消費

を抑えて環境に配慮した ZEB（net Zero Energy Building）向け

の BEMS（ビルエネルギーマネジメントシステム）開発に取り組ん

でいます。4段階の定義がありますが、実績では 2番目の難易度

である Nealy ZEB（省エネ＋創エネで 25％以下まで削減）を達成

するシステム構成を提供しております。 

 

      ZEBの定義（出所：環境省 ZEB PORTAL） 

(2)廃棄物削

減の 

取組 

紙資源利用の削減 

 

ファブレス企業であるため、産業廃棄物などはほとんどありません。

事務所での無駄な電力利用、設備投資をやめて、資料、通知等をクラ

ウド化し、紙利用の削減を行なっております。 

デジタルツール活用によるペーパーレス化の一例（出所：Microsoft Teams） 

 
(3)生物多様

性 

保全等の

取組 

生態系への配慮 

 

EMS は地方再生に向けたプロジェクトで利用される機会が多いため、設

備の設置や配線については生態系に配慮し、埋設配線や蓄電設備周囲

への防波壁の設置などを設計に取り入れております。 

(4)社会貢献

活動 

自然を活かした地

域活性化活動 

 

 

愛媛県西条市での EMS のプロジェクトに関連して、近隣の山林で、自

然の地形を活かし、環境破壊の少ないマウンテンバイク(自転車)のコー

ス作りのコンサルティングを、愛媛県や地元愛好家などの協力のもと、

行なっております。 
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５ 成果を上げている取組や先駆的・模範的な取組・事業 
 

取組や事業の名称 詳 細 内 容 

 マイクログリッド

EMS 

 

マイクログリッドは、地域に分散して存在する太陽光発電等の分散型電源を、IT技術を

活用し制御・監視を行うことで、小さなコミュニティ内で電力の自給自足を実現する仕

組みです。 

平常時から再生可能エネルギーを有効活用しつつ、災害などの停電時には、系統線から

解列し、独立した閉域網として自立的に電力供給可能な新たなエネルギーシステムのモ

デルです。 

 

 

 

弊社は 2019 年から愛媛県でのまちづくりプロジェクトに参加し、まち全体で災害時 72

時間防災が可能なマイクログリッド構築に係る電力コンサル及び、EMS の開発と販売を

手掛けています。電力設備は、太陽光発電と共に、蓄電システム、ガス CGS、EV充放電

器等を導入し、通信設備は光ファイバーに加え、キャリア 5G と 5G ベースの広域無線

Wi-Fi の導入によって高速で冗長化された通信環境を築き、電力機器の高速制御を実現

します。 

 

平常時には、マイクログリッド内の商業施設に太陽光発電のクリーンな電気を供給する

とともに、EMS によって施設内設備と電力設備を制御・監視しエネルギーの最適需給バ

ランスを実現します。 

災害時でも、マイクログリッド内は電力供給が途切れないため、商業施設は市の指定避

難所として開放され、400名規模の避難受け入れを行います。 

 

まさに再生可能エネルギー自立に向けた先駆的で挑戦的な事業に取り組んでいます。 

 

（出所）資源エネルギー庁 地域の系統線を活用したエネルギー面的利用システム（地域マイクログリッド）について 
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マイクログリッドエネルギー機器・システム概要 
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６ 今後の取組・活動方針  

※次年度以降の目標や継続のための取組・活動方針も含めて具体的に記入してください。 
※現在活動休止中の場合でも、今後の活動の見込みや方針について御記入ください。 

  

(1)ビル向けのエネルギーマネジメントシステム（BEMS）の開発を推進します。業務用ビルからの

CO2 排出は、日本全体の CO2 排出の約 1 割を占めているため、BEMS 開発は CO2 削減と地球温暖化

への有効な対策です。 
従来の BEMS の最大の問題点は、専用機器による構成によって極めて高額であることです。 
弊社は、クラウド制御と安価な Gateway で直接、機器の制御を行うため、低価格な BEMS を提供出来

ます。 
現在開発中のシステムをパッケージ化した商品として開発し、BEMS 普及に役立てることで環境に優し

い社会づくりに貢献します。 
 
(2)自営線を利用した閉じたマイクログリッドから一般送配電事業者の配電線と連携したシステムに拡大

します。 
新たな配電設備を最小限にとどめることが出来ます。これは今まで例がないため、省庁を含めたルール

作りからはじめています。 
 
(3)設備面では EV 車の中古電池を再利用した蓄電池の開発にも参画しております。 
また、 AI 技術を利用し、天気予報等のデータ解析を行い、蓄電池を最適に制御することで、再生可能

エネルギーを最大限活用し CO₂削減に貢献する取り組みも開始しております。 
 
(4) スマートレジリエンスの実現に向けた取り組みとして、スマートレジリエンスネットワーク(コンソ

ーシアム)に参加し、ワーキンググループのメンバーとして次世代の電力のあり方を模索しています。 
開発中の需給管理システムでは、この考え方を利用し、電力市場での価格差を予測し、余った電力を蓄

電池に p 溜めて、需要の高い時に放電し、再生エネルギーを無駄なく利用します。 
 

 
 
 
             （出所：スマートレジリエンスネットワーク HP） 
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７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、第 28 回は、審査会場でのプレゼンテーション（自己アピール）を実

施しません。審査の参考とするため、最も注目してもらいたい取組・ＰＲポイントについて具体的に記入してくだ

さい。 
【例】 
●最も注目してもらい・評価してもらいたい取組 
●一番成果があがっていると思う取組 
●他の企業と異なる強み・独自性 
●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか  など 
 

「5．成果を上げている取組や先駆的・模範的な取組・事業」でも記述いたしましたが、最も注目いただ

きたい取組はマイクログリッド EMS です。 
 
愛媛県で企業が行うまちづくりは、約６ha の開発エリアの中にマルシェ（2020 年 8 月 OPEN）やホテ

ル（2021 年冬 OPEN 予定）等を有する商業エリアと、住宅 100 宅（現在 3 宅建設中）を有する住宅エ

リアの 2 つのエリアが存在します。このまちには太陽光発電、蓄電システム、ガス CGS、EV 充放電器が

導入され、EMS によってエネルギーの最適制御が行われます。弊社はこのまち全体の電力設計と EMS
の開発と販売を担当しています。 
 
平常時は2つのエリアがそれぞれ系統線に接続されていま

すが、非常時には系統線を切り離して、2 つのエリアを統

合して 1 つのマイクログリッドとして機能させます。加え

て電力会社の配電線を利用するマイクログリッドの構築

は日本初の案件であり、まさに先駆的で挑戦的な事業で

す。再生可能エネルギーと蓄電システムを組み合わせたこ

のマイクログリッドの構築は、将来的には日本のマイクロ

グリッドの模範的なモデルになることが期待されます。 
 
 
以下、環境というキーワードに留意しながら 3 つの注目 
ポイントを紹介いたします。 
 
① まち全体で「省エネ・創エネ・蓄エネ」を具現化 
まち全体の電力需給バランスを EMS で制御・監視することで、エネルギーの最適化を実現します。 
商業施設の照明・空調の制御による省エネ、建物上の太陽光発電による創エネ、蓄電システムの充放電に 
よる蓄エネをまちに実装することで、環境に優しいまちづくりを可能としています。 
また、商業エリアのマルシェとホテルは、従来の建物よりもエネルギー消費の少ない ZEB 仕様となって 
おり、人にも環境にも配慮した建物です。建設予定の温泉施設ではガス CGS による熱交換でエネルギー 
を無駄なく効率的に利用し、適温にする設計になっております。 
 
 
 

住宅エリア 
商業エリア 
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ZEB ready 対応 糸プロジェクト マルシェ （出所：糸プロジェクト HP） 
 
 
② 電気代の削減、CO2 の削減 
すでに完成しているマルシェには太陽光発電が設置されており、1 年間の発電量は 167MWh と試算 
され、CO2 排出量は年間 90t 削減される試算です。今後、建設されるホテルにも太陽光発電が設置され

るため、さらなる再生可能エネルギーの活用と CO₂排出量の削減が予定されています。 
さらに、エネルギー利用情報を「見える化」することで、施設運営者に省エネを促すとともに、施設に訪

れるお客様にも環境に優しい取組についてお知らせすることができます。IT 技術を用いてエネルギーを

無駄なく最適活用することで電気代と CO2 削減に貢献します。 
 

糸プロジェクトマルシェの太陽光発電パネル 

24 時間エネルギー利用状況の「見える化」 
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③ ソフトウエアを得意とする強みを生かした開発 
まち全体のエネルギーを管理するとなると、制御・監視するアイテムが数百点以上となり膨大なデータ処

理が必要とされます。また、商業施設設備、住宅電力計測器、電力設備等多岐にわたる機器の制御と監視

を可能とする EMS は高いパフォーマンスと、停電時も故障しても動き続ける耐障害性の高いサーバーが

必要になります。外部との接続が切れても正しく稼働するように、サーバーは施設内に設置され、通信可

能な状態を保つように設計され運営されます。稼働するサーバーの電力についても、EMS の一部として

管理されています。これらの処理を秒単位で制御するソフトウエアの開発には高度なノウハウと電力お

よび IT 知識が要されます。 
 

糸プロジェクトにおけるエネルギー需給調整システム概要 

システム各エネルギー対象のリアルタイムデマンド値監視、システム各設備の運転状況の監視 
 
この EMS 開発を含む事業は、環境省の平成 30 年度及び平成 31 年度二酸化炭素排出抑制対策事業等補

助金に採択され、国の補助金も利用しながら開発を行い、完成した EMS はまちのエネルギーの心臓とし

て機能しています。 
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以上 3 点が注目いただきたいポイントです。 
 
地元である横浜市での取り組みに関しても記述いたします。 
横浜の事業者向けに、太陽光発電、蓄電池、電⼒制御を組み合わせた⾃家⽤電気設備で、節電から災害時

対策までをカバーする創蓄連携システムを開発いたしました。 
平常時には太陽光発電と夜間電⼒を組合せ、電⼒単価を低減させる⽬的で利⽤でき、被災時には⾮常⽤電

源としての機能を持ち、BCP 対策を⾏えます。 

 
 
また、ピークカット、太陽光発電と蓄電池の監視、制御および需給調整の役割を担う需給管理システムの

開発により相鉄 x 高島屋アクセラレーションプログラムに採用されました。 
蓄電池、太陽光発電を設置している施設は災害マイクログリッドとして避難施設や災害対策施設として

も活⽤でき、地域社会への貢献にもなります。エネルギーマネージメントを取り入れることで、再⽣エネ

ルギー利⽤による CO2 削減にも貢献します 
※店舗導入についてはコロナの影響で延期しています。 
 
弊社は、「Energy x IoT x AI x Big Data」で現代社会が抱えるエネルギー問題、地球温暖化等の諸問題

を解決し、より豊かな社会の実現を目指します。 
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